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「行動する校友会」として、 
　数々の実績を残した1年 

古谷理事長・瀬島学長・光岡会長 

学校法人大阪産業大学 
古谷 七五三次 理事長 

大阪産業大学・同短期大学部 
瀬島 順一郎 学長 

大阪産業大学校友会 
光岡 明弘 会長 

司会：宮井義裕（校友会幹事・編集部長） 

大阪産業大学校友会・光岡明弘第6代会長の就任1年を機に、7月16日（水）、学校法人

大阪産業大学・古谷七五三次理事長、大阪産業大学・同短大・瀬島順一郎学長と光岡会

長による鼎談を行いました。席上では、それぞれの立場から新しいアイデアが次々と出

され、和やかな雰囲気の中にも、3者の学園・大学に対する熱い思いがほとばしる話し合

いが展開。学園・大学・校友会の一層の発展を期待させる有意義な1時間となりました。 

鼎
談
 

　　　　校友会は、今年で設立33年を迎えます。光岡会長は、発

足当時から役員として活躍され、昨年第6代会長に就任されました。

まず光岡会長に、この1年を振り返っていただきましょう。 

 

　　　　会長に就任した時、私がまず目標に掲げたのは、「行動

する校友会」を目指そうということでした。卒業生、在学生、そし

て大阪産業大学それぞれにとってインパクトのある事業をどんど

ん実施しようと考えました。そのひとつは、今年2月、新産業研究

開発センターの竣工を祝して、著名な彫刻家中村晋也氏作のブ

ロンズ像を寄贈したことです。同センターは、これからますます盛

んになるであろう産学連携の動きに対応する施設であり、大学に

とって、非常に重要な拠点のひとつとなるもの。玄関ロビーに据

えられたブロンズ像は、そんな施設を象徴するにふさわしいもの

だと自負しております。また、卒業生の子女への優遇措置として、受

験料の免除をこれまでの年1回から複数回に増加、さらに、工学部

への入試特別枠の設置も実現していただくことができました。 

 

　　　　光岡会長は非常に活動的な方だな、といつも感心してお

ります。卒業生の子女入試特別枠の拡大やクラブ活動に対する助

成など、この1年間の数々の功績は、すばらしいものでした。とく

に入試や就職活動において、校友会各支部のお力添えは、われわ

れにとって最もありがたいことです。それと、これは校友会として

の活動ではありませんが、インドネシアにあるスラバヤ州立大学、

ジャカルタ州立大学、ジョクジャカルタ州立大学の3大学と、本学

との学術協定が締結されましたが、このきっかけをつくっていた

だいたのも光岡会長個人のお仕事関係だと伺っています。 

 

　　　　光岡会長は活動的なだけでなく、すばらしいアイデアマ

ンでもあります。どんどん出される校友会からのアイデアをどう

実現するか。われわれ大学側としては、それを考えるのに、苦労も

ありますが、大きな楽しみでもあります。 

 

　　　　会長として1年を経て、今後はどんなことに取り組まれ司会 

司会 

光岡 

古谷 

瀬島 

ていだん 
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社会で活躍することが、 
母校への最大の貢献 

るおつもりですか。 

 

　　　　まず、学園の付属施設を卒業生が利用する際に、補助を

出そうと計画しています。また、在学生への貢献として、経済的な

理由で学業を継続できない学生に、何か支援ができないかとも考

えているところです。校友会の組織そのものも、今まで以上に充

実させていかなければなりません。現在、一番の懸念は、校友会

役員の年齢が偏っていることですね。もっと校友会をアピールし、

若い人にも参加してほしいと思っています。そのために、たとえば

大学の卒業式で、文化会や体育会、自治会などで活躍した学生に、

校友会から表彰状を贈ってはどうかと考えているのです。さらに

表彰者は、その場で代議員になっていただく。そうすれば、有望な

若い世代が校友会を活性化してくれるのではないかと思うのです。 

 

　　　　それはすばらしいアイデアですね。ぜひ検討したいと思

います。 

 

 

 

 

 

 

　　　　校友会は、母校を支える大きな基盤です。卒業生が「自

分はこの大学を卒業したんだ」という自負を胸に抱いて社会で活

躍されることが、母校に対する何よりの貢献なのですから。その

ためには、われわれも、卒業生に誇りに思ってもらえるような大学

を作っていかなければならないと思っています。 

 

　　　　これからの学園整備の点についていいますと、まず、現

在の産業構造および学問体系の変遷に対応して「土木工学科」を

「都市創造工学科」に名称変更しようという話が出ています。また、

起業家の育成を目指して、「アントレプレナー育成専攻（起業家育

成専攻）」と称する大学院の設置案も浮上しています。設備面では、

東部キャンパスや図書館の整備、武道場の建設を視野に入れて

います。 

 

　　　　1級自動車整備士の資格取得についてはいかがですか。 

 

　　　　もちろん視野に入れています。本学の交通機械工学科

の夜間主コースを利用して実習時間を確保し、1級自動車整備士

の資格取得が可能なカリキュラムを準備中です。 

 

　　　　さらにはIT環境の充実も必須でしょうね。特にこれからは、

基幹業務のIT化だけでなく「攻めのIT」を考えていかないと。e－

ラーニングシステムの開発もその一例です。これは、教員が自分

の授業を教材化して、インターネット上に配信するんです。そうす

れば、学生は都合で受講できなかったり、わからなかった授業をネ

ット上で復習したり、予習したりできる。自分のペースで勉強がで

きるわけです。 

 

　　　　日本の大学は、とかくIT環境の整備が遅れているといわ

れがちです。中でも、実践の教育が遅れているといわれます。本

学でe－ラーニングが実現すれば、ITの環境と実践の両方の充実

になりますね。 

 

　　　　部分的に「HIPLUS」というe－ラーニングが導入され

ています。また、終身メールアドレスの導入も可能性のひとつで

しょう。学生の入学時に大学からメールアドレスを交付し、それを

卒業後も使えるようにするんです。そうすれば学生が卒業しても、

ずっとつながりを持つことができます。 

 

　　　　終身メールアドレスが実現すれば、卒業生の状況把握は

もちろん、本紙『凡友』をメールで配信することも可能になります。

そうなれば、校友会にも画期的な効果をもたらすでしょうね。 

 

 

 

 

 

 

　　　　卒業生も今年、6万名を超えました。校友会の地域支部

は、現在35支部（海外2支部を含む）を数え、8月には西宮・尼崎・

宝塚市などが新たに兵庫県東支部として発足しました。さらに今

後は、職場を単位とした支部も充実させていきたいと考えている

んです。すでにいくつかの大企業では、一事業部に大阪産業大学

の卒業生が十数名いる会社もあります。そうした職場ごとに卒業

生がまとまって、結束力を高めれば、校友会の大きな力になって

いくと思うのです。 

古谷 

古谷 

司会 

瀬島 

瀬島 

光岡 

光岡 

卒業生が誇りに思える 
母校を目指して 

瀬島 

瀬島 

光岡 

光岡 
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　　　　母校と

校友の結束をも

っと強めるため、

たとえば「ホー

ムカミングデイ」

を実施したらど

うでしょう。これ

は、大学を卒業

して10年、20

年といった節目に、

卒業生に学校へ

集ってもらうと

いうイベントです。

私自身も母校を

卒業して25年

目に、ホームカミングデイに参加し、感動的でした。若い頃は、母

校のことなどあまり思い出さないけれど、40歳を過ぎる頃になる

と、自分の基盤が何か、自分は何者で、どこでどんな教育を受けた

か、といったことが、実感となって自分に帰ってくるんですね。ホ

ームカミングデイは、それを確認できるイベントでした。 

 

　　　　なるほど。そんなすばらしいイベントなら、校友会として

も、ぜひ協力させていただきたいと思います。私たち校友会は、

母校あってのもの。だから、校友会の発展を目指すと同時に、いつ

も母校のため、在学生のために何ができるか、何をするべきかと

考えています。 

 

　　　　何といっても一番の貢献は、校友の皆さん一人ひとりが、

それぞれの分野で活躍し、社会に貢献することを通して大阪産業

大学の名を高めてくださっていることです。私たちも、そうした人

材を育てることを何より重要と考えています。現代のような厳し

い時代にも耐えていける足腰の強い人間を育成すること。その

地道な努力なくして大学の向上はありえません。大学の門前に、「師

弟共感」の文字があります。教育は、ただ知識を授け、資格を取ら

せるだけでは十分とはいえません。師弟の人間的なふれあいが

ないと、真の教育とはならないのです。残念ながら現在は、教員と

学生の間に精神的な「ズレ」が生じています。教員がおもしろい

と思う授業や学習と、学生の感覚とが違ってきているのです。いま、

われわれは、学生が何に関心を抱いているか、模索しているとこ

ろです。 

 

　　　　学生・教員だけでなく、職員も含め学園全体が、どれだけ

改革できるかが大きな課題となっています。より良い教育を実現

できるかどうかは、それにかかっているのでしょう。 

 

　　　　私は1期生。母校への愛着は、年々深まるばかりです。

母校のためにできることがありましたら、これからも校友会一丸

となってお手伝いしたいと思っています。どうか、どしどし声をか

けてください。 

 

　　　　校友会に最も期待したいのは、入試、就職に関するより

一層の広報活動です。これからも支部ごとに、力を入れていただ

けたら、ありがたいですね。 

 

　　　　今年の幹事会でも、入試センターや就職センターとの懇

談会が提案されたんです。ネットワークをもっと強固にして、近い

うちにぜひ実現したいと思います。 

 

　　　　古谷理事長、光岡会長、そして私がこの時期にめぐり合っ

たのも何かの縁。これからも、力を合わせて、大阪産業大学の発

展のために尽くしていけたらと思っています。 

 

　　　　今後、「魅

力ある大学」を築

くために、理事長・

学長のご尽力に期

待していますが、校

友会としてもでき

るだけ協力してい

きたいと思います。

「魅力ある大学」を

つくっていくため

には、社会のニー

ズにあった資格の

取得、研究開発の

充実した大学、新し

い産業の創出につ

ながる大学など本

学の特徴を前面に

出していくことが

必要と思います。

校友会は、組織の運営はもちろんですが、会員を生み出す母体で

ある大学の発展に貢献することが、大きな使命でもあります。母

校の更なる充実・発展を願い、そのために全力で協力するつもり

です。そして、「偉大なる平凡人たれ」

の教育理念に基づいた活力あふれ

る人材をこの社会とわれわれ校友

会に送り込んでください。 

 

　　　　本日は、お忙しいなかどう

もありがとうございました。 

光岡 

瀬島 

古谷 

古谷 

司会 

瀬島 

光岡 

光岡 

光岡 

瀬島 
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　3月23日（日）に実施された国家

試験「平成14年度2級ガソリン自動

車整備士認定試験およびジーゼル自

動車整備士認定試験」の結果がこの

ほど右表の通りまとまった。 

　全体の合格率は、ガソリンが96．4

％（前年度94．2％）、ジーゼルが77．

1％（前年度81．9％）で、短期大学部

の2級ガソリンは、100％の合格率と

なった。第9分教場を開設して以来初

めての全員合格を成し得た。これは、

短大で自動車整備技術講習の予備講

習実施や講習時間数の増加、講習会

終了後から認定試験までの間に直前

対策として復習講座を開くなど、ここ

数年の講習方法の定着と模擬試験で

70点以下の学生に対する個別指導

の徹底などの効果が出たものと考え

られる。また、一部・二部交機も昨年

度の合格率を上回り、ここ数年では最

高の結果となった。 

　一方、2級ジーゼルは、昨年より75

人受験者が増加した。これは、工学部

第一部・第二部交機で一級整備士受

験資格にガソリンとジーゼルの両方

の資格が必要なためと、2種類受験す

ると受験料が割引になる制度を利用

したものと考えられる。 

　なお、前述した短期大学部の100

％合格に対して、4月28日（月）古谷

理事長より、短期大学部の岩橋部長

に功労賞が授与された。 

　大学シャトルバスが4月1日（火）より、

大学東部キャンパスバス停留場とJR住

道駅南約200mに設置された住道バス

ターミナル間で運行を開始しました。 

　校友会員の皆様が大学を訪問される際

は、住道バスターミナルの警備員室で行

き先（校友会事務室）を告げてください。

乗車券（訪問カード）をお渡しいたします。 

2級自動車整備士　合格率100%達成 ！ 

シャトルバス運行開始 
（大学・住道間） 

学位取得 学位取得 
交通機械工学科・能瀬講師 

立命館大学から「博士（工学）」の学位 

「都市創造工学科」へ名称変更 「都市創造工学科」へ名称変更 
工学部土木工学科が2004年4月 

21世紀の課題のひとつとして、新しい都

市社会の創造と再生、あるいは、その環境

の創生と保全問題への取り組み等が要求

されています。 

これを踏まえ、「土木工学科」は「都市創

造工学科」へと学科名称を変更することに

なりました。 

「都市創造工学科」では、市民・生活者の

視点から社会基盤を見直し、環境問題にも

重点を置いた都市基盤創造に貢献でき、応

用・実践的な活動が可能な人材育成を目指

します。 

シャトルバス運行開始 
（大学・住道間） 

7時 

8時 

9時 

10時 

11時 

12時 

13時 

14時 

15時 

16時 

17時 

18時 

19時 

20時 

21時 

20　30　40　45　50   

05　15　25　35　40　50　 

00　05　15　25　35　45　55 

05　15　25　35　55　　 

15　35　55　 

15　35　55　 

15　35　55 

05　15　35　45 

15　25　35　45 

05　25　45 

05　15　20　35　50 

05　15　25　35　55 

15　35　55 

05　25　45　55 

15　25　45

住道発　産大行 （平日） 

病院 

理髪店 

スーパーミプレ 

駐車場 
大東園グランド 

大学へ 

野崎 京橋 

住道駅前 
バスターミナル 

駅から約200m

JR住道駅 

N

※その他は、短大より交通機械工学科以外の編入者 

2級ガソリン自動車整備士 
区分 申請者 合格率 

B/A
前年の 
合格率 

合格者 
（B) 

受験者 
（A)

133 

91 

180 

404

130 

89 

173 

392

94.5% 

86.0% 

95.9% 

94.2%

96.2% 

89.9% 

100.0% 

96.4%

125 

80 

173 

 378

一部交通機械 

二部交通機械 

短　　 大 

合　　 計 

学科 

2級ジーゼル自動車整備士 
区分 申請者 合格率 

B/A
前年の 
合格率 

合格者 
（B) 

受験者 
（A)

138 

89 

100 

2 

329

135 

87 

100 

2 

324

84.7% 

62.8% 

86.4% 

100.0% 

81.9%

72.6% 

64.4% 

94.0% 

100.0% 

77.1%

98 

56 

94 

 2 

250

一部交通機械 

二部交通機械 

短　　 大 

そ  の  他 

合　　 計 

学科 

 

 

　工学部交通機械工学科の能瀬春雄講

師は、平成14年12月6日付けで、立命館

大学から「博士（工学）」の学位を授与さ

れた。 

　同講師の研究をまとめた論文「鉛系お

よび非鉛系はんだの静引張および低サイ

クル疲労き裂進展特性に関する研究」が所定の審査、試験に

合格した。 

　能瀬講師は、昭和50年3月大阪産業大学工学部交通機械

工学科を卒業、昭和50年4月工学部技術員として着任、平成

5年10月助手に、平成8年4月講師に昇任された。 

　主な所属学会は、日本機械学会会員、日本材料学会会員、

エレクトロニクス実装学会会員、日本材料学会「はんだ強度

評価法ワ－キング」委員会幹事、日本材料学会デ－タベ－ス運

営委員。 

平成14年度認定試験結果 

平成15年10月1日現在 

2級自動車整備士　合格率100％達成 ！ 
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小峯　龍一さん 占部　勝さん 米沢　正美さん 石井　聡さん 浦野　正治さん 吉永　眞悟さん 水田　俊徳さん 中村　博久さん 

 
　　　　　井上孝治さん　（S45機械） 
　　　　　小峯龍一さん　（S55交機） 
　　　　　石井　聡さん　（S60交機） 
　　　　　中嶋照和さん　（S59機械） 
　　　　　浦野正治さん　（S60短自・S62交機） 
　　　　　吉永眞悟さん　（S60交機） 
　　　　　羽山明夫さん　（S62電電） 
　　　　　田中政行さん　（H2短自） 
　　　　　水田俊徳さん　（H5電電） 
　　　　　畠山　敏さん　（H3電電） 
　　　　　山東　剛さん　（S60機械） 
　　　　　横江雅彦さん　（H7電電） 
　　　　　寺内晴彦さん　（S63機械） 
　　　　　中村博久さん　（S60機械） 
　　　　　占部　勝さん　（S54短自） 
　　　　　米沢正美さん　（S58交機） 
　　　　　中井義孝さん　（H2交機） 
　　　　　前出和伸さん　（H2電電） 

特別顧問　岸原　武さん　（S37交短自）（岸原自動車社長） 

 光洋精工・大阪産業大学OB会 夢だった仕事に打ち込む毎日 
校友の存在が心のよりどころに 

奈 

小 

「何 

そ 

全 

光洋精工株式会社は、国内に34の事業所と工場を、さらに海外に44の法人を持つ、 

ベアリングおよびステアリングの国内最大手メーカーです。 

中でもステアリング事業は、国内シェア第1位（32％）、 

世界シェア第2位（18％）を誇っています。 

そんな同社のステアリング事業部には、現在、18名の産大OBが勤務しており、 

日頃から交流を深め、校友としての結束を固めています。 

 

良県にある光洋精工（株）

ステアリング事業部のマ 

ザー工場を中心に、国内、海外と、

同事業部に所属する産大OBの活躍

の場は、多岐にわたっています。そ

んな皆さんが所在を確かめ合い、現

在岡崎支社の支社長を務める井上さ

んがまとめ役となって交流を始めた

のは、数年前のことでした。「同じ

大学だったんだと思うと、親近感が

湧いてね」と言うのは、井上さんに

次ぐベテランの小峯さん。身近に校友がいたことは、誰にとっても嬉

しい驚きだったようです。 

峯さんが入社したのは、昭和56年。ステアリングの設計に携

わる間には、2年間トヨタ自動車（株）へ出向し、新しい技術 

を身につける機会にも恵まれました。平成9年から4年間は、中国での

子会社立ち上げに参加。設計だけでなく、資材調達や生産部、品質保

証部も経験しました。その実績を買われ、帰国後は世界各国からの資

材調達を任されています。「車が好きという一途な気持ちでここまで

来た」と言う小峯さんの仕事は、現在、設計や製造を越えて、大きく

広がっています。 

度引っ越しても、大学で使った教科書だけは捨てられないん

です」と、本学での4年間が現在の仕事の基礎となっている 

ことを明かす小峯さん。石井さん、吉永さんにとっても、当時の教科

書は、今も大事な参考資料だとのこと。「学生時代はちっとも身が入

らなかったのに、社会に出て初めて、授業の貴重さがわかりましたよ」

と声をそろえます。 

員に共通しているのは、車や機械が何より好きで、この仕事に

就いたということ。学生時代の思い出を聞くと、「教授と車談 

義をよくやった」小峯さん、「バイクに夢中だった」米沢さん、「2級

整備士の資格を取ろうとがんばってい

た」占部さんと、車にまつわる話が次々

に飛び出します。浦野さんのように、

本学短大に進学後「整備だけでなく、

作ることにも興味が湧いて」と、難関

を突破し、4年制への編入を果たした

人もいます。そうやって、それぞれが

夢を実現させ、やりがいを持って現在

の仕事に打ち込んでいるのです。「今

の時代、理系といえども英語や経営の

知識は必須です。けれど何より、学生

の皆さんには、ポリシーを持って、仕事や人生を選んでほしいですね」

という中村さんの言葉には、自分の好きなことを見極め、夢に向かっ

て努力してきた皆さんの、自信と誇りがにじみ出ていました。 

して現在、皆のよりどころとなっているのが、校友の存在です。

「何かあったら『ほなやったろか』と、自然と協力し合える 

関係がいいですね」と小峯さん。水田さんも「いい先輩とめぐり合っ

たことが、この会社に入って良かったことのひとつ。今のところ私が

一番年下なので、早く後輩に入ってきてほしいものです」と語ります。

世代は異なっても、同じ夢を抱いて学生時代を過ごし、今また同じ目

標を持って仕事に取り組む皆さん。校友として共通の思いが結束を強め、

それぞれの心の支えとなっているようです。 

 

 
カンパニー 
データ 

 

光洋精工株式会社　 
本社／〒542-8502 大阪市中央区南船場3-5-8 
創業／1921年（大正10年）1月 
資本金／258億93百万円 
従業員／6,185人 
国内工場／7カ所 
国内事務所・営業所／27カ所 
海外法人／44法人 

　 
奈良工場  
〒634-8555 橿原市十市町333番地 
TEL（0744） 24-1111 
FAX（0744）22-9500 
主要製品／マニュアルステアリング、 

パワーステアリング、電
動パワーステアリング 
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く のり さとし 

繊維の街、西陣・室町の中小企業から大学発ベンチャー企業まで、 

久乗さんのクライアントは多種多様。 

伝統と最新テクノロジーが同居する京都で、 

この時代を生き抜く企業の在り方を見据えながら、 

税理士として、経営コンサルタントとして多忙な日々 を送る久乗さんをご紹介します。 

久乗　哲 さん（H元 経営） 

第25回日税連「日税研究賞」受賞 
京都の街を駆け抜ける 

個性派税理士の奮闘の日々 

学生の時に、学校でタイムカプセルを埋めたんです。最近、

それを掘り起したら、“将来、税理士になりたい”と書いて 

いて、夢を叶えたのは私だけで、友達に驚かれましたよ」と話す久乗さ

ん。税理士のお父様の影響もあり、子供の頃から数字やお金の流れに

興味があった久乗さんにとって、現在の職業はまさに天職なのでしょう。

大阪産業大学入学後は早々に簿記の3級、2級を取得。一方で、するこ

とが済んだら、遊びにも一生懸命だったと言います。毎朝250ccの

バイクで京都の自宅から通学し、近くに下宿している友達の家に寄って、

仲間と麻雀を楽しんだことも今ではいい思い出だそうです。 

学卒業後は、お父様の経営する税理士事務所に入社。実務を

こなしながら、平成11年には立命館大学大学院経済学研究科 

修了、ついで平成13年には経営学研究科を修了されました。そして同

年10月に税理士登録をして、近畿税理士会上京支部に入会し、独立。

現在、久乗哲税理士事務所では中小企業の税務・会計業務の顧問をは

じめ、企業の経営計画の具体化や業績管理、資金管理などを様々な面

から支援・サポートしています。 

して昨年は、日本税理士会連合会と（財）日本税務研究セン

ター共催による日税研究賞の税理士の部において「消費税に 

関する考察」－消費税の簡易課税制度、免税点制度適用上限引き上げ 

による税収分析－で表彰を

受けられました。「偶然に

も産大の石原ゼミでの卒論

も、テーマは消費税だった

んです」。地元西陣・室町

の老舗織物企業の税理士と

して、また京大のベンチャ

ー企業の顧問として、さら

には雑誌への寄稿やフォー

ラムの講演など、従来の税

理士の枠を超えて多方面で

活躍する久乗さん曰く、「こ

れからは税理士事務所にも

看板が必要なんです。ブラ

ンド戦略として事務所を法

人化して支店を出し、証券・

金融・不動産に強い優秀な

スタッフを揃えるなど、構 

想はいろいろありま

すよ」と言います。 

さらに、東洋医学と

税理ノウハウを用い

て、経営者の三大悩

みである「人間関

係・健康・お金」を

一元化で立て直す

（株）九玄社も経営。

「私は中小企業に頑

張ってもらいたいん

です。中小企業では、

財務は立て直せても

代表者の心や体が病

んでいたら会社は崩

れます。人間関係や

資金繰りなどでスト

レスが溜まりやすい

経営者の悩みと資

源を、ワンストッ

プサービスで解決したいのです。」 

後に、大学の非常勤講師にも興味があると言う久乗さんに、

後輩に向けてメッセージをいただきました。「今の若い人達 

は、資格さえ取れば就職できると思い、

資格を取ることだけを目的にしていま

す。そうではなく、自分がやりたい仕

事のために必要だから資格を取ること

が大切です。その資格は、社会の何の

ためになるのかを理解することが、仕

事のスタート地点なのですから。」 

「小 

大 

そ 

最 

久乗哲税理士事務所　 
〒603-8053 京都市北区上賀茂岩ヶ垣内町 
　　　　　　1番地　セレス北山301号 
TEL（075）703-9990 
FAX（075）703-9991 
URL＝http://www.kugensha.com 
E-mail＝satoshi-kunori@kugensha.com

「私のKeyword 患をもって利と為すなり」 
（月刊税理45（10）p.122） 

「法人税実務 
　間違いやすい試験研究費・開発費の 
　支出と税務処理の留意点」 
（月刊税理45（13）pp.161－168）ほか 

カンパニー 
データ 
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青年海外協力隊員として
ガーナで柔道指導
青年海外協力隊員として
ガーナで柔道指導

蒲
かも

原
はら

光一さん（H12経済）

ガーナの記念切手となった蒲原
さんの活動。ガーナ政府は、25
周年を迎えた国際協力事業団
（JICA）の協力隊派遣活動を記念
し、切手を発行した。

文化の異なる国、ガーナ
皆さんはガーナという国をご存知でしょ

うか？　おそらく「チョコレート」という

イメージが強いと思います。ガーナは西ア

フリカに位置しており、公用語は英語です。

しかし、ガーナにはいくつもの部族が共存

し、部族ごとに違った部族語を持っていま

す。その数は50を超えるといわれており、

部族語数種類と英語を話せる人も珍しくあ

りません。

また、文化も日本とは大きく異なります。

例えば、皆さんは自分の誕生日を知ってい

ることでしょう。しかし、自分が生まれた

日の曜日を知っている人は何人くらいいる

でしょうか？　ガーナ人にとっては生まれ

た「日」よりも「曜日」が重要で、生まれ

た曜日は答えられても、生年月日を答えら

れない人がたくさんいます。というのも

ガーナでは「曜日」によってその人のミド

ルネームが変わるからです。例えば金曜日

に生まれた人は「Kofi」と呼ばれます。国

連事務総長でノーベル平和賞を受賞された

ガーナ出身のKofiAnanさんは、名前から

彼が「金曜日生まれ」だと分かるのです。

私は今、このように文化も生活習慣も大

きく異なる国で青年海外協力隊の一員とし

て柔道を教えています。

新しい価値観を求めて
私が青年海外協力隊に応募しようと思っ

たのは、学生時代、ニュージーランドとイ

ギリス（交換留学）に滞在経験があったか

らです。両国では日本で経験できないたく

さんのことを勉強しました。そしてその経

験は私がそれまで持っていた先入観をこと

ごとく壊してしまうくらい印象的なもので

あり、同時に新しい価値観を与えてくれま

した。ですから私は更なる探究心から「今

度は発展途上国に行ってみたい。生活を体

験したい」と思うようになりました。

また、ニュージーランドとイギリスでは

多くの柔道選手に会いました。彼らは肌の

色は違えど柔道精神を大変よく理解し、礼

儀もよく、異国人である私に大変親切にし

てくれました。そこで私は柔道が“世界の

スポーツ”であることを再認識し、柔道の

素晴らしさを実感しました。「柔道を通じ

て海外の人とコミュニケーションをとりた

い」というのも青年海外協力隊

に応募した動機のひとつです。

協力隊として充実の
毎日
2001年7月に私は赴任しま

した。ガーナ人はフレンド

リーな人が多く、情勢が不安

定な国々に囲まれつつも治安

の良さではアフリカ有数です。

そのような国で柔道指導を

行っているわけですが、問題が全くないと

いえば嘘になります。例えば、柔道に限っ

て言えば、柔道着や柔道畳の物的不足、

コーチなどの人的不足、資金的不足など抱

えている問題は少なくありません。しかし、

私の教えている柔道選手は、日本の選手に

負けないくらい柔道が好きで、熱心に練習

を行っています。年齢も6歳から40歳、

初心者から国代表レベルとさまざまです。

柔道人口も着実に増加しており、私は大変

充実した毎日を送っています。

しかし、挫折も何度も味わいました。そ

のひとつは、昨年イギリスの国際大会に参

加した4名の選手がそのままイギリスに住

みついてしまったことです。柔道大会に参

加するためにイギリスに行ったのに、その

まま帰ってこない･･････。国代表選手のほ

とんどがいなくなってしまい、大変ショッ

クを受けました。しかし、周りの柔道選手

の頑張っている姿に励まされ「イギリスに

行ってしまった選手よりいい選手を育てよ

う」と気持ちを切り替えることができまし

た。

また、最後になりましたが私が赴任して以

来約200着の柔道着を大阪産業大学から

ガーナ柔道協会に寄付していただきました。

そのおかげで多くのガーナ人が柔道着を手

にすることができ、私の活動範囲が広がっ

たことに大変感謝しています。もちろん、

ガーナの柔道選手も大変感謝しています。

それでは、皆さん健康に気をつけて頑

張ってください。

※この文章は蒲原さんの寄稿文をもとに、編集部が一部

手を加えさせていただいたことをお断りします。

アゴメダ（Agomeda）村の祭りでの柔道のデモンストレー
ション

校友のひろば
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平成16年度卒業生子女入学特典制度のお知らせ
受験適齢期の子女をお持ちの校友会会員のみなさまへ

平成16年度卒業生子女入学特典制度のお知らせ
平成16年度も「卒業生子女特別入学試験」と「卒業生子女の入学検定料免除」を実施し、またあらたに「工学部」
でも実施することになりました。これらの制度が大いに活用され、多数の子女が受験されることを願っております。

校友会から
の特典

●「卒業生子女特別入学試験」
受験料の還付について

入学試験の合否を問わず、入学検定料
35,000円を該当年度の入学試験終了
後に還付いたします。

● 「入学お祝い金」について

「卒業生子女特別入学試験」合格者で大阪
産業大学に入学した子女に入学お祝いと
して100,000円をお贈りいたします。

◎ご質問は下記までご連絡ください
〒574-8530 大阪府大東市中垣内3-1-1
大阪産業大学　校友会事務室（担当：福田）
Tel ：フリーダイヤル0120-84-3040
Fax：072-875-0398

工学部のみ適用

1.受験料免除の概要
■免除される受験料

◎大学の入学試験（35,000円）

◎短期大学部の入学試験（30,000円）

◎大学入試センター試験の利用入学試験（20,000円）

■受験料免除を対象とする入学試験

大阪産業大学および同短期大学部の入学試験。ただし、大学院入試、編入学入

試および併設高校（大阪産業大学附属高等学校、大阪桐蔭高等学校）からの特

別推薦入学試験および卒業生子女特別入学試験は除く。

■手続き方法

受験料免除を希望するものは入学検定料免除申請書（校友会事務室に請求し、

会長の承認を得る）を入学願書に添付する。

2.平成16年度卒業生子女特別入学試験概要
1. 募集定員

学　部 学　科 定　　員

人間環境学部
文化環境学科 2名

都市環境学科 2名

経営学部
経営学科 5名

20名
流通学科 5名

経済学部
経済学科 3名

国際経済学科 3名

2. 出願資格

次の各項に該当する者

（1）本学への入学を特に希望する者

（2）本学の卒業生の子女（本学の卒業生とは、大阪産業大学、同短期大学部

およびその前身校の卒業生を指す）

（3）高等学校を平成16年3月卒業見込の者

（4）高等学校調査書の全体の評定平均値が「3.2」以上の者

（5）本学専願者に限る

3. 試験日・選考方法・試験会場

◎試験日／平成15年11月16日（日）

◎集合時間／10時30分

選考方法 配点 総合点 時間 試験会場

小論文 100点
200点

11：00～12：00
本学

面　接 100点 13：30～

4. 出願書類

（1）入学願書一式

（2）調査書

（3）本学卒業生と志願者の「続柄」を証明する書類

（住民票等、公的機関が発行したものに限る）

（4）本学卒業生の卒業証明書

5. 出願方法

（1）出願期間：

〈郵送受付〉平成15年10月23日（木）～10月30日（木）【消印有効】

〈窓口受付〉平成15年10月31日（金）10時～17時

（2）出願先：〒574-8530 大阪府大東市中垣内3-1-1

大阪産業大学　入試センター

（3）入学検定料：35,000円

（大阪産業大学校友会正会員子女の入学検定料免除規程は適用されません。）

6. 合格発表

平成15年11月22日（土）に合否通知を速達郵便で発送します。

（到着日は、地域や郵便事情により多少遅れることがあります。）

7. 入学手続期間

【納入金の納入と入学手続書類の提出】

平成15年11月25日（火）～12月5日（金）【消印有効】

3.【工学部】平成16年度卒業生子女特別入学試験概要
1. 募集定員

学　部 学　科 定　員

機械工学科（昼間コース） 2名

機械工学科（夜間主コース） 2名

工学部 交通機械工学科（昼間コース） 1名 10名

交通機械工学科（夜間主コース） 1名

※土木工学科 2名

電気電子工学科 2名

●情報システム工学科・環境デザイン学科は募集しません。

2. 出願資格

次の各項に該当する者

（1）本学への入学を特に希望する者

（2）本学の卒業生の子女（本学の卒業生とは、大阪産業大学、同短期大学部お

よびその前身校の卒業生を指す）

（3）高等学校を平成16年3月卒業見込の者

3. 試験日・選考方法・試験会場

◎試験日／平成15年11月15日（土）

◎集合時間／試験開始30分前

出題範囲：「英語」＝英語Ⅰ・Ⅱ・リーディング・ライティング

「数学」＝数学（Ⅰ・Ⅱ・数学Aのうち「数と式」の単元）

4. 出願書類

（1）入学願書一式

（2）調査書

（3）本学卒業生と志願者の「続柄」を証明する書類

（住民票等、公的機関が発行したものに限る）

（4）本学卒業生の卒業証明書

5. 出願方法

（1）出願期間：

〈郵送受付〉平成15年10月23日（木）～10月30日（木）【消印有効】

〈窓口受付〉平成15年10月31日（金）10時～17時

（2）出願先：〒574-8530 大阪府大東市中垣内3-1-1

大阪産業大学　入試センター

（3）入学検定料：35,000円

（大阪産業大学校友会正会員子女の入学検定料免除規程は適用されません。）

6. 合格発表

平成15年11月22日（土）に合否通知を速達郵便で発送します。

（到着日は、地域や郵便事情により多少遅れることがあります。）

7. 入学手続期間

【納入金の納入と入学手続書類の提出】

平成15年11月25日（火）～12月5日（金）【消印有効】

8. 納入金の返還について

平成16年3月24日（水）午後5時までに入学辞退申請があった場合、授業料・

教育環境充実費および諸会費を返還します。

（入学金は返還することが出来ませんのでご注意ください）

※土木工学科は、平成16年度より都市創造工学科に名称変更予定

機械（昼・夜）

交通機械（昼・夜）

※土　　木

電気電子

11：30
～12：30

英語（100）

13：40
～14：40

数学（100）

判定方法

1教科以上受

験。高得点の

1教科を合否

判定に使用

総合点

100点

会場

本学
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徳島県支部
3/8 リゾートホテル・モアナコーストにて開催

第6回徳島県支部総会を開催し、本部より光岡会

長・坂本幹事にご出席いただき、大学の近況報告並

びに校友会の現況報告をしていただきました。

総会では決算報告をし、その後、役員改選につい

て討議しましたが、現役員留任に決まりました。そ

して副支部長として、新たに津川茂君（旧姓八木・H

元電電）を全員の賛成をもって選任いたしました。

今回の開催場所は鳴門のリゾートホテルで『イタ

リアンde落語』と題し、ゲストに大学OBでもある笑

福亭三喬さんをお招きしました。出席者は20名と、

やや少人数ではありましたが、愛媛県支部より能智

支部長、高知県支部より大久保支部長が出席して下

さり、ワイン片手にイタリア料理と、楽しい落語に

全員盛り上がりました。

次回も楽しい総会にしましょう！を合い言葉に閉

会となりました。 （支部長　筒井健一）

大阪泉州支部
4/20 リーガロイヤルホテル堺にて開催

第5回泉州支部総会が行なわれ、まず、泉州支部副

支部長をしていただいていた43年交通機械卒業の犬

嶋和男さんの死去に伴い、出席者全員で黙祷を行な

いご冥福を祈りました。その後、支部長加藤豊の挨

拶と校友会前会長で現相談役の池田義隆様のご挨拶

をいただき、以下の議事が承認されました。

平成14年度事業報告／泉州支部ゴルフ大会（グロ

ワ－ルゴルフ倶楽部）・レクリエーション（友が嶋

クルージング＆バーベキュー）・賀詞交換会参加他。

平成14年度会計報告／収支決算。平成15年度事業

計画／本年度は14年度の事業に加え泉州支部ホーム

ページの立ち上げを行なっていくことなど。

懇親会に移り、泉州支部顧問の藤野清久先生にご

挨拶をいただき、乾杯を泉州支部役員の國下憲男さ

んの発声で行ないました。一年振りの再会や初めて

の参加の方々など歓談がすすみ、ご出席いただいた

兵庫県東支部の設立発起人でおられる松山雅夫様よ

り8月3日に行なわれる支部設立総会に向けていろい

8月3日、兵庫県東支部設立総会・懇親会を開催

いたしました。総会では全ての議案を承認いただき、

該当地域である尼崎市・西宮市・芦屋市・伊丹市・

宝塚市・川西市・三田市・篠山市と川辺郡猪名川町

の8市1町からなる会員数3,940名の支部が校友会

36番目に誕生しました。

支部結成にあたっては、本年1月の近畿地区ブ

ロック会議にて、兵庫県全県を網羅すべく支部地域

を東西南北の四つに区分けし再編成することが検討

されたことに基づき、有志諸氏10名あまりによる

準備委員会を開催しました。そして発起人会を召集

し、本部・事務局・近隣支部からの多大なるご協力

とご指導のもと協議を重ねた結果、新支部役員・支

部会則（案）を決めることができました。

設立総会・懇親会は、学園から中山常務理事、大

学から瀬島学長・岩本副学長・鈴木副学長のご臨席

と、校友会本部より光岡会長を初め他15名、事務局

より福田事務長、他にも大学支部・大阪支部・兵庫

県西支部の役員のご出席をいただき、出席者総数は

92名にも及びました。ご来賓のご挨拶を頂戴した

後、光岡会長による乾杯の音頭と続き、東支部会員

でもあり当日司会を務めてくださった笑福亭三喬さ

んの小噺やビンゴゲームなどの披露で宴に華を添

え、パーティは大盛況の内に幕を閉じました。出席

者の中には、親子二代で卒業生として出席いただい

た方や、支部の無い北摂地域（豊中、高槻）などか

らもご参加いただき、オブザーバーとして出席いた

だいた方々もおられました。

“生みの苦しみ”を乗り越えた今、これからは支

部の継続そして発展へと目標を掲げたいと思いま

す。また一言に同窓と言っても昭和26年大阪交通

短期大学卒の方と平成14年度卒の世代の時間の溝

を「大産大卒」という「縁」を大切にして埋めてい

かなくてはと思っております。会員の皆さんもご意

見がございましたら、何ら遠慮することなく申し出

て下さい。今後はインターネットのHPやメール配信

の整備など進めてゆかなければならない懸案が山積

みです。今後ともご支援ご協力を賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。

（支部長　松山雅夫）

ろ質問等を受けたりしました。

そして、来年の支部総会は70人の出席を目指して

支部会員に声を掛けていこうと、出席者の来年の再

会を誓い散会となりました。ご出席の皆様お疲れさ

までした。 （支部長　加藤　豊）

長崎県支部
6/14 慈悲房にて開催

支部総会を毎年6月の第2土曜日と定例化し、3回

目の総会をいつもの小さな居酒屋の一室で開催しま

した。案内の葉書に以前参加していただいた方には、

「久し振りに会いませんか」と、遠い方々には「交通費

の補助をしますから来てみませんか」など何かメッ

セージを付けて投函したところ15名の参加があり、

大分支部より来賓2名、本部より2名、狭い居酒屋

いっぱいの参加で始まりました。昨年に引き続き38

年卒の犬塚大先輩を筆頭に平成11年卒の陣野君まで

幅広い総会になりました。数年前病気で倒れ、一生

懸命リハビリされ今年久し振りに顔を見せていただ

いた樋口先輩、涙がでるほど嬉しく思いました。

8/3 伊丹シティホテルにて開催

■ 役　員
支部長 松山雅夫 （S54経営）

副支部長 小中政秋 （S36交短運）

山田卓雄 （S38交短運）

浜田耕治 （S45短自・S55機械Ⅱ）

大橋亀美雄 （S49機械）

井上　弘 （S50土木）

吉岡正澄 （S51交機）

清水晴彦 （S59交機）

会　計 杉村俊明 （H9経済・H11院経済）

会計監事 日野朋仁 （H12交機）

兵 庫 県 東 支 部 設 立 総 会
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100名ちょっとの長崎県支部ですので、もっともっ

と家庭的な雰囲気でみんなが気楽に参加できるよう

に会費も安く、ローカル色豊かな支部にしていこう

と語り合いました。事情があって先に帰られた犬塚

大先輩に本部の西先輩のエールありがとうございま

した。大学時代を思い出しました。皆さん少しずつ

歳をとられお酒に弱くなったように思えます。これ

からもお互いの健康を気遣いながら助け合いたいと

話しておられました。2次会もいい気分で過ぎ、また

明日に向かってがんばろうと解散しました。大分県

支部の篠田さん、松方さん、本部の西先輩、松田先

輩本当にありがとうございました。岡山県出向中の

栗原君も遠くから御苦労さまでした。樋口先輩、こ

れからも身体を大切にしてまた参加して下さい。こ

れからもいい支部にして皆さんの参加をお待ちした

いと思っております。 （支部長　平尾武次）

兵庫県西支部
6/22 姫路キャッスルホテルにて開催

校友会本部より西副会長、今村幹事ご両名の出席

をいただき、会員74名が第10回兵庫県西支部総会

に参加いたしました。

総会の内容としましては、まず会計報告や活動報

告、役員改選などを行ないました。その後の懇親

パーティでは、ビンゴゲームや福引大会などで皆の

親睦を図り、私も楽しく参加させていただきました。

私は昨年から参加させていただいているのですが、

昨年は初参加ということもあって大変緊張したのを

覚えています。ところが参加してみると大変親切な

方が多く、右も左も分らずひとりテーブルに座って

いる私に皆さんお声をかけて下さり、この総会の楽

しさをたくさん教えていただきました。

今年は役員に選出していただいたこともあり、ま

た違った緊張感で参加させていただいたのですが、

やはり皆様の親切な後押しもあり、大変満足な会に

なりました。

今後は、参加人数が100名を超えるような総会に

していきたいと思います。今年は昨年に比べると若

干人数が増えました。これからも年齢を超えて多く

の人が集まり、会員の皆様が地域、職業、年齢を超

えた付き合いができればと考えております。

（副支部長　中川文美）

大阪北河内支部
9/7 篠山モンゴルの里にて開催

昨年に続き、今年もバスツアーを実施しました。

立杭焼の陶芸を体験し、兵庫県篠山遠方（おちかた）

モンゴルの里にて第21回支部総会を行いました。

中国内モンゴル自治区出身のスーチンドロンさん

の大型ゲル（遊牧民の移動式住居）で総会後、昼食

は“おまかせ料理”（単純というか意志のない……い

や違う。料理は誰もわからないから）。初めて見る、

初めて食べる料理が次から次へと運ばれ、そのたび

に料理評論が飛び出し和気藹々。

当日は、風がゲルを通り抜ける晴天に恵まれまし

た。天窓から見上げる青い空と、民族衣装のリュウ

さんが奏でる馬頭琴の音色に遥かモンゴル草原を想

像し、馬乳酒を呷り、誰となく「海外で支部総会を

やりたいなあ！」。思いは……海外での支部総会！

2時間半は瞬く間に過ぎ、草山高原・観音の湯に入る

時間がなくなるほど楽しいゲルでのひとときでした。

帰路、大阪国際空港にバスを乗り入れ、全員が車

内からK夫妻を見送る場面（シーン）は格好良かった。

その後、大学までの車内はワイワイガヤガヤ。やき

もち？　ひがみ？　……ああ、馬齢を重ねた。

あ！　思い出した。立杭焼の陶芸、遊周作品笑

（ロクロを回して遊んでいた人）には12月の「餅つ

き大会」で一臼ついてもらう賞を企画etc。

会員の方は是非参加してください。

（副支部長　松本眞樹夫）

大阪市支部
9/7 東洋ホテルにて開催

大阪市支部の第4回総会にはご臨席者を含め49名

が出席。総会では、活動報告と会計報告、支部役員改

選、支部ホームページ（http://www10.ocn.ne.jp/̃osaka3u/）

の広告募集などの議題が審議承認されました。

大阪市支部の新役員は次の方で、任期は平成15年

4月～18年3月の3年間です。

支部長 石本　　理 （S44経営） 新任

副支部長 石田　秀雄 （S44交短自） 留任

副支部長 波多野康晴 （S54経営） 留任

副支部長 高見　新一 （S51土木） 留任

副支部長 岡　　　譲 （S53機械） 留任

会計 荒木糸都香 （H10経営） 留任

会計幹事 高岡　省二 （S41交短自） 留任

会計幹事 谷口　義清 （S43経営） 留任

地区役員幹事は全員留任となりました。

また、平成15年度の事業は次のとおり予定されて

います。

・平成15年11月30日（日）

親子ボーリング大会（ドームシティ）

・平成16年1月18日（日）

大阪市支部賀詞交歓会

・平成16年2月28日（土）～29日（日）

第2回大阪市支部スキーツアー

事業に参加希望の方は大阪市支部事務局（高見）

までご連絡（凡友の裏表紙参照）ください。

懇親会では、岡部重彦氏（北新地ベルエポックを

経営）のギター演奏やビンゴゲームで大いに盛り上

がりました。 （事務局　高見新一）

香川県支部
9/7 三本松ロイヤルホテルにて開催

本部より西副会長、松田幹事、真田顧問また兵庫

県東支部長の松山氏、本部幹事の坂本氏、笑福亭三

喬こと井田達夫氏の6名を来賓として迎え、支部から

は家族会員や現役生をも含め35名の出席をもって第

14回の支部総会を開催いたしました。

長田支部長の挨拶の後、大学および校友会活動の

近況が報告され、引き続き会計報告・経過報告。総

会は無事に終了いたしました。そのあと笑福亭三喬

氏による落語会が開かれ、笑いの渦に飲み込まれる

ような30分間でした。

懇親会では学生時代を思い出し、話すより飲むの

が愉しいくらい盛り上がりました。今年は若干現役

生のパワーが爆発。毎年営業ネタ（？）をするのが

楽しみな私も引退かなとも思いました。学生時代を

過した大阪にちなんだムード歌謡から最近の曲まで

BGMがとぎれることなく宴は盛り上がり、今年も終

宴時間をオーバーしてしまいました。2次会はうどん

を食べるのが恒例のこの総会も、陽が瀬戸内海に沈

みかかった頃、大トリにみんなで「リンゴの唄」を

歌い、終宴となりました。

来年度は香川県支部も15回目の大きな節目を迎え

ることになります。懇親会では日頃お近づきになれ

ない方々とも校友同士ということで何の遠慮もなし

で話すことができます。今年来ることのできなかっ

た会員の方も来年の参加で仲間を増やしていただき、

仕事や家庭等で役に立つと嬉しいです。

最後になりましたが、本部をはじめ来賓の方々、

また笑福亭三喬氏（S57交機）本当にありがとうご

ざいました。なお来年1月には四国地区ブロック会議

が香川県で行われます。多く会員の方々の出席をお

待ちしています。 （事務局　前川宗正）
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第22回ユニバーシアード競技大会テコンドー競技 準々決勝進出
次の目標はアテネオリンピック

第22回ユニバーシアード競技大会テコンドー競技 準々決勝進出
次の目標はアテネオリンピック

経済学部経済学科3回生・樋口清輝さん

“学生のオリンピック”ともいわれるユニバーシアード競技大会は国際大学スポーツ連盟（Federation

Internationale du Sport Universitaire＝FISU）が主催する全世界の学生総合競技大会。8月21日～31日、韓

国テグ市で行なわれた第22回のこの大会のテコンドー競技に、樋口清輝さんが（財）日本オリンピック委員会に

より日本代表に選出され、準々決勝にまで勝ち進んだ。テコンドー競技の日本代表選手はただひとり。

■ 過去の戦績
1999年 シドニー五輪世界選考 3位
2000年 全日本学生選手権 優勝

世界学生選手権 3位
アジア選手権 3位
シドニーオリンピック出場

2001年 第14回アジアテコンドー選手権 3位
ワールドカップテコンドー2001 2位
第15回世界テコンドー選手権 3位

2002年 ワールドカップ2002 3位
第15回アジアテコンドー選手権 3位

惜しくも残り30秒で逆転されたユニバーシ

アード大会の準々決勝。だが樋口さんに悔いは

ない。「予想していた結果は残せなかったけど、

太刀打ちできない相手ではなかったし、たまた

ま負けただけ。今回の大会ではどの選手を見て

も負ける気がしなかった。」

そんな樋口さんだが、テコンドー競技出場者

はひとりきりであったため、最初はメダルに対

する大きな重圧を感じていた。しかしテコン

ドー部監督の阪口晃師範（S54経営・『凡友

63号』7ページにて紹介）の帯同で、落ち着

いて試合に取り組むことができた。「阪口師範

はとても尊敬できる人。テコンドーを全うする

姿勢も生き方も素晴らしい。今まで日本でいろ

いろなテコンドー指導者を見てきましたが、一

番だと思いますね。人間力をもった魅力的な人

です」と、今大会でメンタルフォローをしても

らった師範について語る。

シドニー五輪から正式種目となったテコン

ドーだが、現在WTF世界テコンドー連盟加盟

国は160カ国以上。世界競技人口は6,000万

人を超え、“足技のボクシング”の異名をとる

華麗でスピード感溢れるこの競技は、ルールす

ら年々変化する発展ぶりである。しかし練習中

にも足蹴りを受けて鼻が折れたり、口を切った

りなどと事故は多い。にもかかわらず樋口さん

は「相手が顔を狙ってくればそれはチャンス。

顔を蹴るのは胴を蹴るより足をあげる時間がか

かりますから。僕はその瞬間に下から相手の胴

を狙うんです」と話す。

常に目標をたて、実現させてきた樋口さん。

目下の目標は、アテネ五輪に出場し金メダルを

獲ること。そしてその後はジャッキー・チェン

やブルース・リ－のようなアクションスター。

「日本のテコンドー選手が憧れるような存在に

なりたいんです。技を使って『これがテコン

ドーだ』ってことをもっと広くみんなにアピー

ルしたい。」

アテネ五輪日本代表選手選考は今年から開始

される。

第18回ハンズ大賞　審査委員特別賞受賞第18回ハンズ大賞　審査委員特別賞受賞

液体をどんどん吸い上げるため、蒸発スピード

が7倍ほど速くなる。濃度の高い塩水を使えば、

真夏の日向に3日ほど置くだけで、厚さ1～2

センチの塩のかたまりができるほどだ。

塩が成長する姿を観察できるオブシェとして

だけでなく、気化冷却の作用でクーラーにもな

り、乾燥期には加湿器にもなる。しかも電気や

ガスなどのエネルギーが要らない。

ハンズ大賞は東急ハンズの主催。人の手のも

つ可能性を探ろうというモノづくりコンテスト

だ。今回は、約2,700点の応募作の中からグ

ランプリ以下10賞に29作品が選ばれた。

「塩の木」は、塩水を入れたガラス容器とセ

ラミックス製の棒とでできたシンプルなオブ

ジェ。ひたっている部分から塩水を吸い上げて

は蒸発させる。棒の表面には塩の結晶が生まれ、

やがては塩の結晶で棒はびっしりおおわれる。

ヒミツは、棒の材質にある。見た目や感触は

素焼きのタイルみたいだが、実はセラミック多

孔質体と呼ばれる特殊な素材だ。

目には見えない数十ミクロンの穴が無数に開

いていて、顕微鏡で見ればスポンジそっくり。

塩の木は、審査員特別賞8作品のうち浅井愼

平賞を受賞。「日常に欠かせない塩のできるプ

ロセスが素朴な機

械で見えるところ

がいい。環境問題

を考えるヒントに

もなっている」と

浅井さんは選評を

寄せている。

HRC研究補助員・村上雅享さんとHRC山田研究室
ユニークなアートやクラフトを選定する第18回ハンズ大賞で2003年3月20日、村上雅享さん（受賞当時・大学院

機械工学専攻）とHRCの山田修研究室が審査員特別賞に輝いた。受賞作品は「塩の木」。

塩を作ったり、加湿器の代わりになったりと実用的でありながら、独創的な形のオブジェでもある。しかも利用

エネルギーは太陽熱だけ。作品のそんな特徴が高い評価を受けた。

塩
の
成
長
す
る
姿
が
観
察
で
き
る

「
塩
の
木
」

「
五
輪
選
抜
に
向
け
、
今
は
後
悔
の
な
い
よ
う

練
習
に
励
み
た
い
」
と
樋
口
清
輝
さ
ん

入賞に喜ぶ村上雅享さん
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●主なクラブの戦績

空手道部
関西学生で準優勝

第37回関西学生空手道個人選手権大会（4･27､兵

庫県立総合体育館）が行なわれ､+73kg級で小田

嶋弘晃選手（経営3回）が準優勝に輝き､優秀選手

賞を獲得した｡また､－58kg級で板持康彰選手（経

済2回）が3位入賞を果した｡

剣道部
大阪学生で3位

大阪学生剣道選手権大会（4･27､近畿大記念会館）

が行なわれ､大田健一朗選手（経営1回）が3位入

賞（参加28校199名）を果した｡

全日本大会出場へ
第51回関西学生剣道選手権大会（5･18､大阪市中

央体育館､参加214名）が行なわれ､三澤綾生選手

（経済3回）がベスト32入りし､全日本大会出場資

格を獲得した｡

西日本大会、ベスト16
第48回西日本学生剣道大会（5･23､福岡市民体育

館､参加115校）が行なわれ､ベスト16入りを果し

た｡

硬式野球部
春季大会、惜しくも5位

阪神大学野球1部春季リーグ戦（4･5～5･23､万

博球場他）が行なわれ､4勝8敗（勝点2）の成績

で､5位に終わった｡【敢闘賞】後藤剛捕手（経済4

回）

サッカー部
惜しくも、2部降格

関西学生サッカーリーグ（4･12～5･17､宝が池

球技場他）が行なわれ､得点力不足（総得点4）か

ら､最下位（2分7敗､勝点2）の成績に終り2部降

格となった｡

全関西学生スキー選手権大会で2部総合1位
23年ぶり1部昇格

大学体育会スキー競技部は､3月7日～12日長野

県野沢温泉スキー場で行なわれた｢第73回全関西

学生スキー選手権大会｣に出場｡全関西学生スキー

連盟男子2部の15校で競技を繰り広げた結果､各種

目の合計得点で総合1位となり､同部の23年振りの

1部昇格が決まった｡

3月8日のアルペンGS（大回転）では､小椋恵二

選手（国際2回）が準優勝､3月10日のスペシャル

ジャンプでは､堀田拓人選手（流通2回）が優勝、

松尾邦弘選手（文化2回）が準優勝､3月11日のコンバインドでは､古川 章選手

（経済4回）が準優勝に輝き､最終的にチーム内で8人の入賞者が出るなどの健闘

を見せた｡また､最終日のチーム対抗クロスカントリーでも､準優勝を決めた｡

この結果､男子2部15校中､各種目の合計得点が177.5で総合1位となり､見

事同連盟での1部昇格を果たした｡

同部は､昭和51年から55年の5年間､同連盟の1部に在籍していたが､今回の

昇格で23年ぶりの1部復帰を果たした｡

柔道部
全国優勝大会に出場決定

第53回関西学生柔道優勝大会（5･25､尼崎市記念

公園総合体育館）が行なわれ､2回戦で立命館大に

3－2で勝利し全国大会への出場を決めた｡試合は､3

回戦で決勝戦に進出した同志社大に1－4で敗れた｡

日本拳法部
全国学生、西日本学生、2回戦敗退

西日本学生拳法選手権大会（4･27､大阪府立体育

会館）が行なわれ､1回戦で大阪学院大に勝利した

が､2回戦で桃山学院大に破れた｡また､全国学生選

抜選手権大会（6･1､早稲田大学記念会堂）が行な

われ､1回戦では名城大に4－1で勝利したが､2回

戦で中央大に破れた｡

バドミントン部
男子は3部昇格

関西学生バドミントン春季リーグ戦（5･5～30､

各大学体育館）が行なわれ､男子は､入替戦に勝利

し､3部昇格を果した｡女子も入替戦に進出したが､

惜しくも敗れ4部残留となった｡

バレーボール部
春季リーグ4位

関西大学バレーボール連盟1部春季リーグ戦（4･

12～5･25､各大学体育館）が行なわれ､1次リー

グを4勝3敗の成績で上位リーグに進出したが､善

戦及ばず4勝6敗で4位となった｡【猛打賞】岡本秀

明選手（経済2回）

卓球部
3部昇格を果す

関西学生卓球春季リーグ戦（5･3～11､尼崎市記念

公園総合体育館他）が行なわれ､5勝1敗の成績で入

替戦進出を果し､不戦勝により3部昇格となった｡

陸上競技部
関西対校選手権2部で15位

第80回関西学生陸上競技対校選手権大会（4･25､

5･13～16､長居競技場）が行なわれ､ハーフマラ

ソン4位有村洋行（流通2回）､5000m5位中川健

士（流通4回）､1万m7位有村洋行､円盤投げ7位

仲徹也（経営3回）で15ポイントを獲得したが､2

部25校中15位の成績に終わった｡

硬式庭球部
ブロック決勝敗退

関西学生春季テニストーナメント（5･15～25､各

大学テニスコート､参加1,127名）が行なわれ､下

村孝之（環境4回）､出口峻司（機械4回）､吾郷雅

史（国際2回）の3人が4Rまで進出したが､各ブ

ロック決勝戦で敗退した｡

ゴルフ部
男子対抗戦､3部残留

関西学生男子春季2･3部学校対抗戦（3･27～

28､太平洋クラブ六甲コース）が行なわれ､トータ

ル初日454､2日目467のスコアで14校中8位の

成績で3部2位となった｡

演劇部
新入生歓迎公演開催

演劇部｢劇団我楽多｣の第37回公演会（4･21､本館

多目的ホール）が､｢名探偵物語～サイレントメロ

ディ｣のテーマで昼夕2回の公演が盛況の内に催さ

れた｡

バスケットボール部創部以来初の快挙
西日本で３位に輝く
バスケットボール部創部以来初の快挙
西日本で３位に輝く
体育会男子バスケットボール部は、5月25日～31日、大阪府立体育会館な

どで行われた、「第53回西日本学生バスケットボール選手権大会」（出場114

校）で、創部以来、初めて3位入賞を果たした。

大会では3回戦までシードを受け、4回戦は、佐賀大を123対43で、5回戦

は島根大を100対68と圧勝した。準々決勝は、中京大を78対70で勝ち進み、

準決勝の近大戦は65対82で敗退したが、31日の3位決定戦で京都産大を65

対60で破り3位に輝いた。

この大会で、山内隆博選手（流通4回）が優秀

選手賞に、吉田 平選手（経済4回）が得点王に輝

いた。

また、7月4日から石川県で開催される、「第7

回日本男子学生選抜大会」に関西代表選手として、

山内隆博選手、吉田 平選手、宮本寛準選手（経

営4回）、高階俊和選手（流通2回）の4人が、ト

レーナーとして露口亮太選手（流通4回）が、ヘッ

ドコーチとして瀬戸孝幸監督の出場が決まった。
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校友会活動報告（H15.2.11～9.30）

2月
14日（金） 編集部会（校友会事務室）

22日（土） 第51回代議員会（淡路島国際ホテルアレックス）

23日（日） 第16回支部長会（淡路島国際ホテルアレックス）

26日（水） 新産業研究開発センターへ寄贈ブロンズ像除幕式

3月
8日（土） 徳島県支部総会（モアナコースト）

17日（月） 会報「凡友」64号発行

20日（木） 平成14年度卒業式　卒業生に記念品贈呈

29日（土） 総務部会（校友会事務室）／幹事会（大学16号館会

議室）

4月
4日（金） 平成15年度入学式　新入生に記念品贈呈

12日（土） 総務部会（校友会事務室）

20日（日） 大阪泉州支部総会（リーガロイヤルホテル堺）

22日（火） 平成14年度会計監査（校友会事務室）

5月
24日（土） 兵庫県東支部設立発起人会（新阪急ビル庄屋）

31日（土） 編集部会（本町平蔵）

6月
14日（土） 長崎県支部総会（長崎慈悲房）

21日（土） 総務部会／幹事会（割烹「日本」宗右衛門町店）

相談役・顧問・参与・会計監事との懇談会（割烹

「日本」宗右衛門町店）

22日（日） 兵庫県西支部総会（姫路キャッスルホテル）

7月
3日（木） 編集部会（校友会事務室）

15日（火） 運営部会（校友会事務室）

16日（水） 学園・大学との懇談会（石亭）

26日（土） 総務部会（校友会事務室）／幹事会（大学16号館会

議室）

8月
3日（日） 兵庫県東支部設立総会（伊丹シティホテル）

30日（土） 支部推進部会（本町平蔵）

9月
7日（日） 大阪市支部総会（東洋ホテル）

大阪北河内支部総会（篠山モンゴルの里）

香川県支部総会（三本松ロイヤルホテル）

10日（水） 第14回校友会親睦ゴルフ大会

（スポーツ振興カントリー倶楽部）

13日（土） 京都府支部総会（京都パークホテル）

16日（火） 運営部会（校友会事務室）

18日（木） 総務部会（校友会事務室）／編集部会（大学16号館

会議室）

19日（金） 大分県支部総会（別府湾ロイヤルホテル）

27日（土） 総務部会／幹事会（大学梅田サテライト）

愛媛県支部総会（道後にぎたつ会館）

平成14年度決算
●一般会計
収入の部 （単位：円）

前 期 繰 越 金
校 友 会 費
会 費 収 入
雑 収 入
合 計

決　算　額 予　算　額
17,796,660 0
91,080,000 90,000,000
1,064,500 1,145,000
782,209 220,000

110,723,369 91,365,000

会 議 費
総 会
通 信 費
印 刷 費
会 報 費
備 品 費
旅 費 交 通 費
慶 弔 費
消 耗 品 費
会 員 名 簿 費
記 念 品 費
助 成 金
広 報 費
人 件 費
雑 費
賃 借 費
福 利 費
予 備 費
小 計
特 別 会 計 へ 繰 入
特 別 会 計 へ 繰 入
次 年 度 繰 越 金
合 計

支出の部
決　算　額 予　算　額
7,382,643 8,730,000
5,691,791 6,600,000
2,807,818 2,850,000
529,700 712,000

14,323,888 18,510,000
80,492 200,000

6,347,724 8,165,000
1,530,000 1,530,000
350,986 500,000

3,157,710 5,304,000
6,410,000 6,410,000
9,720,411 10,174,000

0 100,000
2,195,745 2,400,000
695,589 850,000
545,966 720,000
82,481 180,000

3,203,860 3,430,000
65,056,804 77,365,000
17,796,660 0
14,000,000 14,000,000
13,869,905 0
110,723,369 91,365,000

前 期 繰 越 金
受 取 利 息
13年度一般会計剰余金繰入
14年度一般会計より繰入
合 計
支出の部

次 年 度 繰 越 金
合 計
4月22日会計監査終了。11月9日代議員会で承認決議に付されます。

●特別会計（財政安定化基金）
収入の部 （単位：円）

決　算　額 予　算　額
342,397,963 342,377,883

795,020 900,000
17,796,660 10,000,000
14,000,000 14,000,000
374,989,643 367,277,883

決　算　額 予　算　額
374,989,643 367,277,883
374,989,643 367,277,883

恒例のゴルフ大会は、9月10日（水）兵庫県川西市のスポーツ

振興カントリー倶楽部山の原コースで開催された。参加者は会員・

教職員・その家族ら総勢57名。うち初参加者16名、女性参加者7

名といずれも過去最多となった。

学園からは中山常務理事、大学からはドイツ語の山元・土木の荻

野・交通機械の服部・経済の戸谷・高橋・経営の安田の諸先生らの参加があった。また校友会員か

らは常連組や久方ぶりまた同期・同クラブの仲間、そして女性2名の初参加があった。加えてオー

プン参加として、先生・会員の奥様とショー・コスギ氏に参加いただき、今年も会に華を添えてい

ただいた。プロトーナメント開催の難コースをノータッチプレー・OKボールなしで悪戦苦闘・孤

軍奮闘。あちこちで悲鳴あり、ぼやきあり、笑いありのプレー風景であった。

プレー後は、別室にて懇親会が行われた。光岡会長・中山常務理事の挨拶に続き、池田相談役

（前会長）による乾杯の音頭。そのあと成績が下位から発表され、光岡会長から賞品が渡された。

成績結果は司会者（中山副会長）にしかわからなかったため、各位の発表毎に歓声が起こった。優

勝は昨年に続き大学工学部事務室の南出先生。昨年の

本当の優勝者はショー・コスギ氏であったが、オープ

ン参加者は優勝をご遠慮いただくことになっていたた

め格上げ優勝であったが、本年は名実ともに優勝され

た。

和気あいあいの楽しいプレー・懇親会となり、賞品

を手に手に再会を約束しながら散会となった。

順位 氏　名 グロス HC ネット
1 南出　英二 81 9.6 71.4
2 山岡　新一 92 20.4 71.6
3 井上　　弘 102 30.0 72.0
4 川端　武男 91 18.0 73.0
5 藤原　辰夫 77 3.6 73.4
6 山元　哲朗 95 21.6 73.4
7 本庄三紀雄 88 14.4 73.6
8 久保　雅洋 87 13.2 73.8
9 高橋　泰隆 91 16.8 74.2
10 高岸　清治 91 16.8 74.2

過去最多57名参加 過去最多57名参加 第14回 親睦ゴルフ大会 
優勝 南出英二先生（工学部事務室）2連覇 

第14回 親睦ゴルフ大会 第14回 親睦ゴルフ大会 
優勝 南出英二先生（工学部事務室）2連覇 優勝 南出英二先生（工学部事務室）2連覇 

過去最多57名参加 
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卒業生数 62,029名 
重複卒業生数 　　1,329名 
会員数 60,700名 

大学祭（阪駒祭） 

巻頭特集の古谷理事長、瀬島学長、光岡会長による鼎談はいかがだ

ったでしょうか。この企画は「凡友」初のもので、大学と校友会のあり方

について意見交換いたしました。また学長より「ホーム・カミング・デイ」

の提案もあり、広報等の協力をさせていただくことになると思います。 

この8月には兵庫県東支部が設立され、計36支部となりました。支

部の活動は卒業生の皆様の親睦を深めることを目的としており、総会

のほかイベント等も行われております。どうぞ案内葉書が届きましたら

積極的に参加していただき、楽しい時間を過していただきたいと思い

ます。 

懐かしい阪駒祭にきてみませんか。

校友会では1～3日テントを張って

立ち寄って頂く場所を設けています。

それぞれの年代によりますが母校の

変貌ぶりに驚かれると思います。友人・

家族をお誘いの上、来校ください。 

大学祭（阪駒祭） 大学祭（阪駒祭） 
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会員データ （平成15年9月10日現在） 

物故者数 442名 
住所不明者数 8,416名 
連絡可能会員数 51,842名 

日 時  平成15年11月9日（日） 

日 時  平成15年11月1日（土）～3日（祝） 

１１：５０ 

１２：１０ 
総　会 

会 費  正会員 5,000円　ご家族 2,000円 

場 所  リーガロイヤルホテル京都　（Tel：075－341－1121）　 
（京都駅・中央口から徒歩7分） 

場 所  大阪産業大学 構内 

〜 

活動状況等の報告とご意見・ご要望を聞かせて
頂きますので、積極的なご出席をお願いします。 

１２：３０ 

１４：３０ 
懇親 
パーティ 

〜 

友人・家族お誘いの上、恩師・旧友との楽しいひ
とときをお過ごしください。 

平成15年度 

のご案内 

に校友会テント設置 に校友会テント設置 

校友会総会と 
懇親パーティ 
校友会総会と 
懇親パーティ 

会員データ 

（中学生以上） 
平成15年3月卒業生は無料 ● 

 

　校友会名簿を4年ぶりに発行いたしました。予約購入者

には送付します。 

　残部数がございますので、現時点で購入希望者があれば

校友会事務局までお問い合わせ下さい。 

1冊／6,800円 1冊／6,800円 

校友会名簿についてお知らせ 

 

福引きの豪華景品を 

用意しておりますので、 

たくさんの校友のご参加を 

お待ちしております。 
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校友会からのお知らせ

●梶原正裕（H11短自）
・昌子（旧姓山本・H11短自）

【結婚式】平成14年8月31日

●中瀬千文（旧姓新井・H7経営）
【結婚式】平成15年5月9日

『オーストラリアのケアンズで挙式しました。卒
業後、趣味で始めた英会話が役に立ちました。』

●森村賢治（H7機械Ⅱ）
【結婚式】平成15年6月24日

『新婚旅行は富良野へ行きました。』

●橋本秀信（H14環境）
【結婚式】平成15年4月13日

有道晴俊氏 （S54経営） 昭和60年11月2日ご逝去

佐藤善信氏 （S47機械） 平成10年ご逝去

船倉勝弘氏 （S39交短自） 平成11年6月30日ご逝去

笠町　武氏 （S54機械） 平成12年3月6日ご逝去

安井孝臣氏 （H11交機Ⅱ） 平成12年11月1日ご逝去

一柳　直氏 （S48経営） 平成12年11月26日ご逝去

河田国男氏 （S27交短運） 平成13年1月6日ご逝去

田中克己氏 （S52経営） 平成13年1月18日ご逝去

木場一憲氏 （S41交短自Ⅱ） 平成13年4月5日ご逝去

�垣　毅氏 （H10流通） 平成13年6月13日ご逝去

木村隆秀氏 （S53経営） 平成13年8月23日ご逝去

高橋宏明氏 （S56土木） 平成13年10月14日ご逝去

長岡繁夫氏 （S26交短運） 平成13年10月25日ご逝去

植田　賢氏 （S55交機） 平成13年10月29日ご逝去

新開通弘氏 （S51交機） 平成13年12月ご逝去

宮谷　諭氏 （H7電電） 平成14年1月28日ご逝去

金森直樹氏 （S45機械） 平成14年2月8日ご逝去

原　　司氏 （S42短自） 平成14年3月11日ご逝去

池田達雄氏 （S48機械） 平成14年5月8日ご逝去

根府秀則氏 （S48土木） 平成14年6月23日ご逝去

大沼博幸氏 （S63短自） 平成14年7月ご逝去

岩佐輝夫氏 （S49経営） 平成14年7月2日ご逝去

山川　昇氏 （S59短自） 平成14年7月20日ご逝去

松浦義文氏 （S45経営） 平成14年7月30日ご逝去

東方純一氏 （S45経営） 平成14年8月4日ご逝去

門田俊一氏 （H6交機） 平成14年8月15日ご逝去

杉山浩二氏 （S48経営） 平成14年10月ご逝去

犬嶋和男氏 （S43機械） 平成14年10月16日ご逝去

池田　裕氏 （S43機械） 平成14年12月6日ご逝去

寺西　覚氏 （S49経営） 平成14年12月28日ご逝去

矢島一比古氏（S45経営） 平成15年3月9日ご逝去

岡本俊成氏 （S52機械） 平成15年3月14日ご逝去

杉原秀明氏 （S47経営） 平成15年3月24日ご逝去

近泉　悟氏 （S63電電） 平成15年6月ご逝去

岡本章裕氏 （H5経済） 平成15年6月30日ご逝去

山本尚登氏 （S55交機） 平成15年7月11日ご逝去

斉藤　実氏 （S50土木） 平成15年7月13日ご逝去




